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令和８年度歴史的建造物等への指定支援業務（その１）に関する提案書

　令和８年度歴史的建造物等への指定支援業務（その１）の受託を希望するので、下記のとおり提案します。

記

１　受託希望金額（見積書を添付してください。）
　(1) 一次派遣の提案業務単価
　　　　　　　　　　　　　　　円（消費税及び地方消費税（10％）を含む。）
　(2) 二次派遣の延べ床面積350平方メートル程度の建造物での提案業務単価
　　　　　　　　　　　　　　　円（消費税及び地方消費税（10％）を含む。）

２　業務実績
本業務と同種又は類似の業務の受託実績について、業務内容、年度、発注者及び受託金額等を記載してください。ただし、記載できる実績は、直近5年以内（令和３年度以降に受注し、本公募を開始した日の前日までに完了したものに限る。）のものを3件までとします。その実績が京都市におけるものか否かは問いません。また、本業務と同種又は類似の業務に携わった実績がある場合、その資料を添付することも可とします。

３　実施責任者等
本業務を実施する場合の実施責任者について、氏名、経験年数、保有する資格及び主な履歴等を記載してください。また、本店又は支店が京都市内にある場合は、所在地を記載してください。

４　業務に関する提案
　以下について、自社、自団体でできる範囲で提案してください。提案事項の中に図表や写真等を使用することも可能です。
(1) 業務実施の体制
複数の案件を同時に進行しながら市民（所有者等）を支援していく相応の業務体制整備を構築する必要があるため、業務体制の妥当性（業務体制の特徴、担当者数、担当者の実績、責任の所在等）について提案してください。
(2) 的確かつ正確な調査をするための工夫　
現地調査や文献調査、資料作成等を実施するにあたり、歴史的建造物等の特徴や成り立ち、歴史、文化等といった固有の情報を的確かつ正確に調査するための工夫について提案してください。
　(3) 正確で見やすく分かりやすい資料を作成するための工夫
　　　資料作成にあたり、歴史的建造物の状況を正確に把握し、伝える必要があるため、正確で、見やすく、分かりやすい図面等の資料を作成するための工夫について提案してください。

注：提案書は、添付資料を除いてＡ4版3枚以内としてください。
　　見積書、提案書、プロポーザル参加資格要件確認書及び添付資料を提出してください。

（提出先）　京都市都市計画局 都市景観部 景観政策課 （担当：山田・前田）
　　　　　　〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地
　　　　　　電話　075-222-3397　　FAX　075-213-0461



